
大学連携事業 活動報告シート

事 業 名 若年性心筋梗塞予防事業
※○を付けてください。

新規 ・ 既存

分 野

※ 該当する分野に1つ○を付けてください。

①ごみ・環境 ②安心・安全 ③健康・福祉・長寿 ④子育て・教育

⑤文化・スポーツ ⑥交流・コミュニティ ⑦都市整備

期 間 令和６年３月１６～１７日

参 加 人 数 約２００人 （関わった人数を記載してください）

連 携 大 学

教授・研究室等
愛知医科大学病院循環器内科安藤教授

大 学 窓 口

市 担 当 課 保険医療課

事 業 内 容

心筋梗塞患者のうち、約 24％が 60歳以下で発症しており、若年者は、高

齢者より心肺停止で発症することが多い。発症前の前兆もなく、通院歴もな

いため、医療機関で事前に捉えることが困難である。心筋梗塞の危険因子と

して考えられる喫煙、肥満及び EPA/AAの啓発をイベントを通じて行い、

生活習慣の改善指導を行い、若年性心筋梗塞発症の予防を図る。

イベントとして、イオンスタイル長久手店１Fで、愛知医科大学病院循環器

内科（子どもがよろこぶお魚レシピご紹介）、協力団体である雪印メグミルク

株式会社（骨の健康チェック、子どもがよろこぶお魚レシピご紹介）、明治安

田生命保険相互会社（血管年齢測定）との協同事業を行った。

（内容）骨の健康測定 （内容）お魚メニュー試食

（内容）血管年齢測定 （内容）お魚メニュー


